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北海学園大学人文学部開設30周年記念シンポジウム

新人文主義のフロンティア －「耕すこと」と「食べ

ること」から考える人文学の可能性 －

著者

引用 年報新人文学(20): 120-123

発行日 2023-12-25



北海学園大学人文学部開設 30 周年を記念して、標題のシンポジウムを開催
した。当学部開設趣旨である「新人文主義」が持つ課題と可能性を探るため、
京都大学人文科学研究所准教授の藤原辰史氏による基調講演、当学部より
英米文化学科教授の小松かおり、日本文化学科教授の郡司淳による発題の
後、会場の参加者も含めた質疑応答により議論を深めた。

北海学園大学人文学部開設30周年記念シンポジウム

新人文主義のフロンティア
―「耕すこと」と「食べること」から考える人文学の可能性―

日時　2023年９月30日（土）13：20〜16：45
会場　北海学園大学８号館B41教室
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新人文主義のフロンティア　―「耕すこと」と「食べること」から考える人文学の可能性―

開
会
挨
拶
／
趣
旨
説
明

人
文
学
部　

学
部
長
（
英
米
文
化
学
科 

教
授
）　

小
松　
か
お
り

　

皆
さ
ん
今
日
は
よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
１
９
９
３
年
に
人
文
学
部
が
開
設
さ

れ
て
３0
年
と
い
う
こ
と
で
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
人
文
学
部
と
文
学
研
究
科
は
「
新
人
文
主
義
」
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
古
典
的
な
人
文
主
義
を
継
承
し
つ
つ
、
人
間
中
心
主
義
、
西
洋
中
心
主
義
を
超
え
た
人
文
学
を
考
え
た
い
と
い

う
趣
旨
で
す
。
北
海
道
の
地
か
ら
こ
の
人
文
主
義
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
東
京
中
心
で
は
な
く
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
と
い

う
意
味
合
い
も
込
め
て
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、＂
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
＂
は
植
民
地
主
義
と
い
う
現
象
も
付

随
し
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
代
の
複
雑
な
世
界
を
理
解
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
新
人

文
主
義
の
も
と
に
学
生
を
指
導
し
、
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
は
こ
の
テ
ー
マ
に
ぴ
っ
た
り
な
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
、
京
都
大
学
の
藤
原
辰
史
さ
ん
に
お
い
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
藤
原
さ
ん
の
ご
講
演
、
学
部
の
教
員
の
話
が
二
題
あ
り
、
そ
の
後
討
論
の
時
間
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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本
日
は
人
文
学
部
開
設
３0
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が

本
学
に
赴
任
し
ま
し
た
の
は
１
９
９
５
年
で
、
人
文
学
部
が
３
年
目
を
迎
え
る
時
で
し
た
。
そ
の
当
時
、
人
文
学
部
草
創

期
の
先
生
方
の
顔
を
思
い
出
し
、
非
常
に
懐
か
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
人
文
学
部
は
、「
新
人
文
主
義
」「
新
人
文
学
」
を
掲
げ
て
北
海
学
園
大
学
の
人
文
学
部
と
し
て
の
教
育
・
研
究
の

方
向
を
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
繰
り
広
げ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
「
新
人
文
主
義
」「
新
人
文
学
」
は
、
自
然
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
を
生
み
出
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
、
そ
う
い
っ
た
人
間
の
営
み
を
総
体
・
全
体
と
し
て
捉
え
て
い
こ
う
と

い
う
志
で
は
な
い
か
と
、
私
な
り
に
受
け
取
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
志
に
は
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
学
が
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
ん
で
い
く
か
、
そ
の
一
つ
の
方
向
と
し
て
は
、
５
つ
の
学
部
が
培
っ
て
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
知
見
、
あ
る
い
は
教
育
・
研
究
の
蓄
積
、
こ
れ
ら
を
未
来
・
社
会
に
組
み
替
え
て
い
く
た
め
の
総
合
的
な
知

識
、
知
恵
に
ま
で
高
め
て
い
く
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
本
学
が
こ
の
北
海
道
で
果
た
す
役
割
は
、
非
常
に
大
き
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
文
理
融
合
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
も
う
一
つ
「
文
文
の
融
合
」、
つ
ま
り
人
間
や
社
会
、
文

化
を
考
え
る
、
分
析
し
て
い
く
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
あ
る
中
、
そ
こ
で
培
わ
れ
た
知
識
を
一
つ
の
総
合
知
に
高
め
て
い
く

努
力
が
、
我
々
の
挑
戦
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
「
新
人
文
主
義
」
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
人
文
学
部
の
皆
さ
ん

の
こ
れ
か
ら
の
研
究
、
教
育
に
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
文
学
部
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
祈
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新人文主義のフロンティア　―「耕すこと」と「食べること」から考える人文学の可能性―

念
い
た
し
ま
す
。

予約不要
・

入場無料

TEL 011-841-1161（代表）
9:00～16:00（12:40～13:40を除く）月～金曜日 9:00～12:40土曜日

北海学園大学 人文学部
〈お問い合わせ先〉

北海学園大学人文学部 検索検索

まずはネットで検索

食と農の人文学
─人間を深く考えるための人間中心主義批判─

14：30～15：00

アフリカの農から考える人文学
小松 かおり  北海学園大学人文学部英米文化学科・教授

京都大学人文科学研究所・准教授藤原 辰史  氏 

　1976 年旭川市生まれ、島根県横田町（現奥出雲町）出身。京都大学人
文科学研究所助手、東京大学農学生命科学研究科講師を経て、現職。
専門は農業史と環境史。
　著書に、『ナチス・ドイツの有機農業─「自然との共生」が生んだ「民
族の絶滅」』（柏書房、第 1 回日本ドイツ学会奨励賞）、『ナチスのキッチン
─「食べること」の環境史』（水声社／共和国、第 1回河合隼雄学芸賞）、
『給食の歴史』（岩波新書、第 10 回辻静雄食文化賞）、『分解の哲学─
腐敗と発酵をめぐる思考』（青土社、第 41 回 サントリー学芸賞）、『縁食論
─孤食と共食のあいだ』（ミシマ社）、『農の原理の史的研究─「農学栄
えて農業亡ぶ」再考』（創元社）、『植物考』（生きのびるブックス）など多数。
2019 年には第 15回日本学術振興会賞を受賞。

プ ロ フ ィ ー ル

15：00～15：30

郡司 淳  北海学園大学人文学部日本文化学科・教授

食の日本近代史 ─「自分」を「主語」とした
　　　　　　人文学の試み─

土
2023年

9月30日
13：20～16：45 【12：50開場】

北海学園大学
豊平キャンパス8号館4階 B41教室
札幌市豊平区旭町4丁目1番40号
地下鉄東豊線「学園前」駅下車3番出口

会場

北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
開
設
30
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新
人
文
主
義
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

│「
耕
す
こ
と
」と「
食
べ
る
こ
と
」か
ら
考
え
る
人
文
学
の
可
能
性
│

基調講演　13：30～14：30
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